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平成１４年度 決算について

平成1４年度決算が確定しましたのでお知らせ致します。

1． 連結決算の概要

1） 連結子会社数 １４社、持分法適用会社数 ６社 を含んでいます。

2） 当期の売上高は、４，２０３億円となりました。

3） 当期の営業利益は、１１７億円、経常利益は ３８億円、当期純利益は ▲ ２億円となりました。

原料ナフサは原油高の影響を受けて前連結会計年度に比べ上昇しました。樹脂は二度にわたり値上げを実施したもののコストアップ分の回収には至りませんでした。スチレンモノマー、パラキシレンは堅調なアジアの市場環境及び原料価格上昇の影響により高水準の販売価格となり収益に貢献しました。その結果、経常利益は３８億円と前年対比増益となりました。

しかし、最終損益はマレーシア子会社の繰延費用（アジア通貨危機時の為替差損）の一括償却を実施したため赤字となりました。

                                                                （単位：百万円）

項   目
平成1３年度


平成1４年度


前年度 対 比





売上高
３９９，９６３
４２０，２６９
２０，３０６



営業利益
９，８０８
１１，６７８
１，８７０



経常利益
１，５９２
３，７６０
 ２，１６７



特別損益
▲ ４１０
▲ ３，３３０
▲ ２，９２０ 



税引前当期利益
１，１８２
４３０
▲ ７５２



法人税等及び調整額
６２３
 ７５７
 ▲ １３４



少数株主利益
▲ ２７５
▲ １２３
１５２



当期純利益
８３４
▲ ２０４
▲ １，０３８



2． 単体決算の概要                 （単位：百万円）                                   
項   目
平成1４年度



売上高
３６２，８１４

営業利益
８，０２５

経常利益
１，２０８

特別損益
▲ ４５６

税引前当期利益
７５２

法人税等及び調整額
５７９

当期純利益
１７３

3． 平成1５年度の見通し                                （単位：億円）                                                           

項   目
連     結
単     体

売上高
４，５００
３，８００

営業利益
２００
１７０

経常利益
１２５
１００

1） １５年度は、徳山工場の定期修繕がないうえ、前年下期に行った徳山エチレン装置能力増強（１７３千㌧／年）および徳山ポリプロ（有）のポリプロピレン製造装置（２００千㌧／年）の稼動により販売数量が伸びる見込みです。また、汎用樹脂の価格是正、製造コスト削減や物流合理化ならびに経費削減等のコストダウンにより増収増益を目指します。
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